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地域ぐるみの子育ち支援
関西福祉科学大学 教授 新川 泰弘
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多
様
な�

連
携
・�

協
働
に
よ
る

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
ち
支
援　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
法
整
備

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
じ
め
、
不
登
校

な
ど
は
相
変
わ
ら
ず
増
加
し
て
お
り
、

子
育
ち
支
援
の
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
5（
2
0
2
3
）

年
度
の
文
部
科
学
省
の
調
査※

１
に
よ
れ
ば
、

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
令
和
2（
2
0
2
0
）
年

に
一
度
減
少
し
た
も
の
の
近
年
増
加
し

続
け
て
お
り
、
令
和
5
年
度
は
過
去
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
1
）。
ま
た
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の
児
童

生
徒
数
は
34
万
6
4
8
2
人
で
あ
り
、

た
。
ま
た
、
平
成
28（
2
0
1
6
）
年

12
月
14
日
公
布
の「
義
務
教
育
の
段
階

に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育

の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律（
教

育
機
会
確
保
法
）」
で
は
、
8
つ
の
ポ

イ
ン
ト（
①
良
い
学
校
づ
く
り
、
②
不

登
校
は
問
題
行
動
で
は
な
い
、
③
社
会

的
自
立
の
尊
重
、
④
民
間
連
携
、
⑤
学

校
内
外
の
学
び
の
場
の
整
備
、
⑥
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
、
⑦
夜
間
中
学

校
の
全
国
設
置
、
⑧
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

学
べ
る
環
境
）が
示
さ
れ
、
不
登
校
が

重
要
な
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
連
携・協
働
に
よ
る

子
育
ち
支
援
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

背
景
と
そ
の
重
要
性

　
今
日
、
子
育
ち
に
関
し
て
は
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
虐
待
、
貧
困
、
子
育
て

不
安
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
対
策

も
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

い
じ
め
防
止
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

（
2
0
1
3
）年
6
月
28
日
に「
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
」が
公
布
さ
れ
ま
し

特 集

　
核
家
族
化
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
な
か
で
、

子
育
ち
は
家
庭
や
学
校
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
連

携・協
働
の
も
と
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
ち
支
援
が
重
要
で
す
。

　
本
特
集
で
は
、
関
西
福
祉
科
学
大
学
の
新
川
泰
弘
教
授
に
地
域
ぐ
る

み
の
子
育
ち
支
援
が
重
要
に
な
っ
た
背
景
や
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
、児
童
委
員
）に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関
西
福
祉
科
学
大
学 

教
授 

新
川 

泰
弘

1

図1 いじめの認知件数の推移※1
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11
年
連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
2
）。

　
他
方
、
学
校
内
外
の
機
関
等
で
専
門

的
な
相
談
・
指
導
等
を
受
け
た
不
登
校

児
童
生
徒
は
約
21
万
人（
61
・
2
％
）

で
あ
り
、
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す（
図
3
）。
こ
の
こ
と
は
、
行
政

や
民
間
を
問
わ
ず
多
職
種
の
専
門
家
や

関
係
機
関
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
相
談
・
指
導
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
問

題
を
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
職
や
関
係
機
関
に
相
談
し
、

支
援
を
得
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で

連
携
、
協
働
し
て
、
子
ど
も
の
育
ち
を

支
援
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

家
庭・学
校・行
政・民
間・

地
域
の
連
携
に
よ
る

子
育
ち
支
援

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
り「
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た

不
登
校
対
策（
C
O
C
O
L
O
プ
ラ

ン
）」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

学
び
の
保
障
を
社
会
全
体
で
実
現
す
る

た
め
の
3
つ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い

ま
す（
表
1
）。
家
庭
や
学
校
だ
け
で

な
く
、
行
政（
教
育
委
員
会
等
）、
民

間（
N
P
O
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
）、

地
域
社
会（
児
童
委
員
、
社
会
教
育
士

等
）も
一
緒
に
な
っ
て
、
相
互
に
理
解

を
深
め
連
携
を
し
な
が
ら
、
不
登
校
対

策
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
学
校
を
誰

も
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
に
変
え
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
の
環
境
を
整
え
る
対
策
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者

が
、
核
家
族
化
や
地
域
社
会
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
等
の
た
め
に
、
子
育
て
の

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
地
域
社
会

で
孤
立
し
、
健
全
な
子
育
ち
を
め
ざ
し

た
家
庭
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
部
科

学
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
地
域

社
会
の
多
様
な
人
材
を
活
用
し
た「
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」に
よ
る
活
動
で

す
。
こ
の「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」

は
、
児
童
委
員
を
含
め
、
子
育
て
経
験

者
、
教
員
O
B
、P
T
A
関
係
者
、
地

特集 多様な による地域ぐるみの子育ち支援・連携 協働

2

1

2

3

表1 COCOLOプランにおける3つの考え方

出典：文部科学省「COCOLO プラン」

不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し 
学びたいと思った時に学べる環境を整える

心の小さな SOS を見逃さず、 
「チーム学校」で支援する

学校の風土の「見える化」を通して、 
学校を「みんなが安心して学べる」場所にする

図2 不登校児童生徒数の推移※1

計
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図3 不登校児童生徒が学校内外の機関等で
 専門的な相談・指導等を受けた状況※1

学校内外の相談機関等で
専門的な相談・指導等を
受けた児童生徒

学校内外の相談機関等で
専門的な相談・指導等を
受けていない児童生徒

学校内外の相談機関等で
専門的な相談・指導等を
受けた割合（%）

R1 R2 R3 R4 R5
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み
で
学
校
の
特
色
を
作
っ
て
い
こ
う
と

す
る
試
み
で
す
。
実
際
、
令
和
6（
2
0

2
4
）年
度
の
文
部
科
学
省
の
調
査※

２

に

よ
れ
ば
、
全
国
の
公
立
学
校
に
お
け
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」の
数
は
、

令
和
6
年
時
点
で
、2
万
1
5
3
校（
導

入
率
58
・
7
％
）と
年
々
増
加
し
続
け

て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
ち
支
援

は
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
活
発
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図

4
）。地

域
ぐ
る
み
の

子
育
ち
支
援
の

具
体
的
な
取
り
組
み

　
こ
こ
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
ち
支  

援
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
滋
賀

県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
滋
賀
県
で
は
5
つ
の
エ
リ
ア
で
そ
れ

ぞ
れ『
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
育
ち
と
学
び
の
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
）』

が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内「
湖

南
圏
域
エ
リ
ア
版
」
は
、「
お
う
み
子

ど
も
・
若
者
未
来
の
タ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
よ
り
製
作
・
編
集
さ
れ
、
児
童

養
護
施
設
守
山
学
園
が
地
域
連
携
室
を

設
置
し
て
そ
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
は
、
不
登

校
や
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
・
若
者
の

た
め
の
相
談
窓
口
、
居
場
所
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
・
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー

ル
、
親
の
会
・
家
族
の
会
、
市
の
公
的

機
関
・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大
人
に

な
っ
た
ら
相
談
で
き
る
場
所
、
滋
賀
県

内
の
公
的
相
談
機
関
、
地
域
の
子
ど
も

食
堂
、
全
国
規
模
の
民
間
団
体
な
ど
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
守
山
学
園
は
湖
南
圏
域
エ
リ

ア
の
各
機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
み
て

み
て
、」
も
製
作
し
、
子
ど
も
・
若
者
、

保
護
者
が
S
N
S
を
活
用
し
て
子
育

ち
・
子
育
て
情
報
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
す（
図

5
）。

　
そ
の
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、
湖

南
圏
域
エ
リ
ア
の
子
育
て
情
報
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
は
、
児
童
委
員
の
日
々
の
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
子

育
て
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
活

動
・
イ
ベ
ン
ト
概
要（
開
催
日
、
時
間
、

主
催
者
、
地
域
、
会
場
、
住
所
、
対
象

年
齢
、
参
加
方
法
、
参
加
形
態
、
定
員
、

参
加
費
用
）な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
、

保
健
師
、
保
育
士
、
臨
床
心
理
士
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
な
ど
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
活

動
は
、
①
保
護
者
へ
の
学
び
の
場
の
提

供（
学
習
機
会
の
提
供
や
情
報
提
供
、

相
談
対
応
）、
②
地
域
の
居
場
所
づ
く

り（
地
域
資
源
を
活
用
し
た
親
子
参
加

型
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
情

報
提
供
や
交
流
の
場
の
提
供
、
相
談
対

応
）、
③
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援（
家

庭
訪
問
等
に
よ
る
個
別
の
情
報
提
供
や

相
談
対
応
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域

連
携
に
よ
る
子
育
ち
支
援
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）」

で
す
。
こ
れ
は
、
学
校
内
だ
け
で
子
ど

も
の
育
ち
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
の
声
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る

3

図4 全国の公立学校における
 コミュニティ・スクールの数※2
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全国の公立学校の数
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前年度から
2,018校増

（導入率6.4ポイント増）
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児
協
に
連
絡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
委
員
は
守
山
学
園
主
催

の「
地
域
子
育
て
支
援
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
不
登
校
や
要
保
護
児
童

の
支
援
に
関
す
る
個
別
ケ
ー
ス
の
相
談

を
す
る
た
め
に
守
山
学
園
を
訪
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
関
わ
り

は
、
児
童
委
員
が
日
々
行
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
や
地
域
の
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
が
活
動
の
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
子
育
ち
支
援
の
地
域
連
携
に
お
い
て

は
、
児
童
委
員
は
、「
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
」に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
重
要

な
構
成
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、「
C
O
C
O
L
O

プ
ラ
ン
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」で
も
そ
の
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
学
校
が
、
行
政
、

民
間
と
連
携
協
働
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

子
育
ち
支
援
を
実
施
す
る
際
、
児
童
委

員
に
は
、
子
育
ち
支
援
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
で
子
ど
も

を
見
守
り
、
気
づ
い
た
ら
関
係
機
関
へ

連
絡
す
る
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
児
童
委
員
が
子
育
て
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
子
ど
も
と
子
育
て

家
庭
へ
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必

要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
守
山
学
園
は
、
地
域
の
子
ど
も
や
子

育
て
家
庭
の
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す

る
相
談
窓
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
に

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
を
対
象
と

し
て
家
や
学
校
以
外
の
通
え
る
居
場
所

「
み
ん
な
の
広
場
ペ
ル
カ
＆
パ
ー
チ
」

の
運
営
も
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
守

山
学
園
の
学
区
で
は
、
幼
小
中
、
教
育

委
員
会
、
児
童
養
護
施
設
と
の
連
絡
会

が
学
期
に
1
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
滋

賀
県
6
市
1
町

（
守
山
・
草
津
・

栗
東
・
野
洲
・
近

江
八
幡
・
湖
南
・

竜
王
）
と
の
連
絡

会
議
が
毎
年
開
催

さ
れ
、
滋
賀
県
子

ど
も
・
青
少
年
局

を
交
え
た
地
域
支

援
に
つ
い
て
の
説

明
、
情
報
共
有
、

意
見
交
換
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
話
し
あ
わ

れ
た
研
修
会
や

「
み
て
み
て
、」
な

ど
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
滋
賀
県
6

市
1
町
か
ら
各
民

『ひろば』を活用して、単位
民児協の定例会などで民生
委員・児童委員としての学
びを深めましょう。

❶ 地域における子ど
も・子育ちにかか
わる現状と課題を
共有しましょう。

定例会で
話しあってみよう

❷ 子ども・子育ち支
援において民児協
として連携する支
援機関は何がある
か確認しましょう。

※
1	

文
部
科
学
省「
令
和
5
年
度
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関

す
る
調
査
結
果
の
概
要
」を
参
考
に
作
成

※
2	

文
部
科
学
省「
令
和
6
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
地
域
学
校
協
働
活
動
の

実
施
状
況
調
査
」を
参
考
に
作
成

4

特集 多様な による地域ぐるみの子育ち支援・連携 協働

図5  湖南圏域エリアの子育て情報ポータルサイト「みてみて、」
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に
相
手
に
対
し
て
強
い
指
摘
を
し
て
し

ま
っ
た
り
と
、関
係
の
悪
化
や
対
応
へ
の

自
信
喪
失
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

１
．メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
る
と
、支
援
者

は
お
お
よ
そ
ふ
た
つ
の
極
端
な
反
応
を
取

り
が
ち
で
す
。
ひ
と
つ
は
、相
手
の
感
情

に
巻
き
込
ま
れ
過
ぎ
て
し
ま
う「
共
感
疲

労
タ
イ
プ
」。
も
う
ひ
と
つ
は
、相
手
を
正

さ
ね
ば
と
説
得
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
力
が

入
る「
論
破
タ
イ
プ
」で
す
。
こ
れ
ら
は
、

支
援
者
が
疲
弊
し
て
い
る
と
き
に
自
然
に

起
こ
る
反
応
で
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、今
の
自
分
は
ど

う
感
じ
て
い
る
か
に
気
づ
く
こ
と
で
す
。

臨
床
心
理
の
分
野
で
は
、自
分
や
相
手
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委

員
）と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
、ど
う
話

せ
ば
良
い
の
か
、相
手
を
怒
ら
せ
な
い
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
、対
応

の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
く
に
、

発
達
障
害
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
特
性
の

あ
る
方
と
対
話
す
る
と
、何
気
な
く
言
っ

た
言
葉
が
誤
解
さ
れ
た
り
、突
然
強
い
怒

り
を
向
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
経
験
が
続
く
と
、支
援
者

の
心
に
は
、「
ま
た
責
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、自
分
の
対
応
が
悪
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」と
い
っ
た
不
安
や
自
責
が
強

ま
り
、だ
ん
だ
ん
と
心
の
余
裕
が
失
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、必
要
な
場

面
で
声
を
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、逆

心
の
状
態
を
推
し
量
る
力
を「
メ
ン
タ
ラ

イ
ジ
ン
グ（
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ
）」

と
呼
び
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

人
は
強
い
感
情
を
も
つ
と
、相
手
の
心
を

「
こ
う
に
違
い
な
い
」と
決
め
つ
け
た
り
、

「
自
分
や
相
手
の
こ
と
を
何
も
考
え
ら
れ

な
い
」と
い
う
思
考
停
止
状
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

２
．自
分
の
心
の
状
態
に
気
づ
く

た
と
え
ば
心
の
中
が
、「
私
は
今
、私
の

す
べ
て
を
責
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
る
」、「
説
得
の
手
段
ば
か
り
考
え
て

頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
」と
い
う
状
態
で
あ
れ

ば
、メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
は
過
剰
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。罪
悪
感
や

無
力
感
で
い
っ
ぱ
い
で
、何
を
言
っ
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
、相
手
の
意
図
が
わ

か
ら
ず
混
乱
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、メ

ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
は
停
止
し
て
い
る
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
の
機
能
を
回
復
さ

せ
る
に
は
、自
分
の
心
の
状
態
に
気
づ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、そ
う
感
じ

さ
せ
た
相
手
の
言
動
は
何
だ
っ
た
の
か
、

相
手
は
ど
ん
な
気
持
ち
や
意
図
を
も
っ
て

い
た
の
か
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
、つ
ま

り
、自
分
と
相
手
、双
方
の
心
を
同
時
に
見

つ
め
て
い
く
姿
勢
が
大
切
な
の
で
す
。

３
．頑
張
り
す
ぎ
な
い
関
わ
り

メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
を
意
識
す
る
こ
と

で
、同
じ
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
し
ま

う
、支
援
に
前
向
き
に
な
れ
な
い
と
い
っ

た
心
の
変
化
に
気
づ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
反
応
は
、自
分
の
心
の
容
量
を

越
え
て
い
る
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

頑
張
り
続
け
る
の
で
は
な
く
、信
頼
で

き
る
人
に
相
談
し
た
り
、関
わ
り
方
の
距

離
を
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
、長
く
支

援
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
で
す
。自

分
の
言
動
、相
談
対
応
に
他
人
か
ら
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
は
、他
人
に
自
分
の
メ

ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
を
助
け
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。自
分
の
心
を
守
る
こ

と
は
、相
手
と
の
関
係
を
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

無
理
の
な
い
関
わ
り
を
続
け
る
た
め
に
、

ぜ
ひ「
今
の
自
分
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か
」

に
立
ち
返
る
視
点
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

対
応
困
難
者
と
の
関
わ
り
が

も
た
ら
す
影
響

Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス 

新
明 

一
星 

氏

地
域
住
民
に
寄
り
添
う

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

苦
情
対
応

適
切
な
対
応
で

活
動
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

第3回

の
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検
討
会
議
の
実
施
背
景
と
議
論
内
容

わ
が
国
で
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、令
和
２（
２
０
２
０
）年
の
社

会
福
祉
法
改
正
で「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」が
創
設
さ
れ
、包
括
的
な
支
援

体
制
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、令
和
２
年
社
会
福
祉
法
改
正

の
附
則
に
て
、法
律
の
施
行
後
５
年
を
め

ど
と
し
た
見
直
し
の
検
討
規
定
が
盛
り
込

ま
れ
、令
和
７（
２
０
２
５
）年
が
施
行
後

５
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、厚
生
労
働
省
は

「
地
域
共
生
社
会
の
在
り
方
検
討
会
議
」

（
以
下
、本
会
議
）を
設
置
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、包
括
的
支
援
体
制
の
整

備
の
現
状
や
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
今
後
の
在
り
方
、身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
等
が
抱
え
る
課
題
等
へ
の
対
応
、成
年

後
見
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
権
利
擁
護

支
援
策
の
充
実
等
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で

に
計
10
回
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
、令
和
７

年
5
月
28
日
に
中
間
と
り
ま
と
め
が
公
表

　

  

市
町
村
に
す
で
に
存
在
す
る
類
似

の
協
議
会
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
て
、支
援
方
策
の
議
論
を
す

す
め
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
実

施
方
法
を
国
に
お
い
て
示
す
べ
き

※ 

中
間
と
り
ま
と
め
の
詳
細
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）参
照

夏
を
め
ど
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
行
い
、

そ
の
後
、制
度
改
正
に
向
け
、社
会
保
障
審

議
会
福
祉
部
会
で
検
討
予
定
で
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

先
述
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
ふ
ま
え
る

と
、既
存
の
相
談
支
援
機
能
の
強
化
、連
携

強
化
や
新
た
な
取
り
組
み
等
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、今
後
い
っ
そ
う

幅
広
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
等
を
活

用
し
た
取
り
組
み
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
推
察
で
き
ま
す
。
と
く
に
、地
域

の
身
近
な
存
在
で
あ
る
民
生
委
員
の
役
割

や
活
動
が
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
は
欠

か
せ
ず
、そ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

全
民
児
連
で
は
、令
和
４（
２
０
２
２
）

３
月
に『
活
動
事
例
集 
地
域
共
生
社
会
と

さ
れ
ま
し
た
。中
間
と
り
ま
と
め
の
な
か

で
、と
く
に
、民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以

下
、民
生
委
員
）活
動
に
関
連
す
る
議
論

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

２
． 地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
身
寄

り
の
な
い
高
齢
者
等
に
関
す
る

課
題
へ
の
対
応

（１）
相
談
窓
口
の
在
り
方

　

 

自
立
相
談
支
援
機
関
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存
の
支
援

体
制
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
相
談

支
援
機
能
を
強
化
し
て
い
く
べ
き

（２）
支
援
策
の
在
り
方

　

 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
拡
充・

発
展
さ
せ
、新
た
な
事
業
と
し
て
第

二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
法
に

位
置
づ
け
、多
様
な
主
体
が
参
画

で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

（３） 
地
域
で
支
え
る
体
制（
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
）の
在
り
方

民
児
協
活
動
』を
発
行
し
、「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、民
児
協
と
し
て
の
行
動
指
針
」（
以
下

６
項
目
）を
示
し
て
い
ま
す
。

「
1
．気
づ
く
」

「
2
．つ
な
ぎ
、見
守
る
」

「
3
．つ
な
ぎ
先
を
増
や
す
」

「
4
．地
域
に
活
動
を
伝
え
る
」

「
5
． 住
民
相
互
に
支
え
あ
う
地
域
を
つ
く
る
」

「
6
．災
害
に
備
え
る
」

こ
れ
ら
の
行
動
方
針
は
、新
た
な
取
り

組
み
と
い
う
よ
り
、民
生
委
員
の
活
動
の

基
本
そ
の
も
の
で
す
。
今
一
度
、こ
れ
ら

の
基
本
を
お
さ
え
、自
ら
の
日
ご
ろ
の
活

動
が
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、た
と
え
ば
、身
寄

り
の
な
い
高
齢
者
等
へ
の
対
応
な
ど
、こ

れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※『
活
動
事
例
集 

地
域
共
生
社
会
と
民
児
協
活
動
』

（
二
次
元
コ
ー
ド
）参
照

inform
ation

情報室

厚
生
労
働
省

「
地
域
共
生
社
会
の
在
り
方
検
討
会
議
」

中
間
と
り
ま
と
め
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お知らせ

民
鏡

秋
元
　
さ
つ
き

堺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

副
会
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼
大
阪
万
博
が
こ
の
４
月
13
日
よ
り
大
阪
・
夢

州
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」で
、私
は「
い
の

ち
を
救
う
」「
い
の
ち
に
力
を
与
え
る
」「
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
」と
い
う
３
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
が
目

に
と
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
世
界
中
で
次
つ
ぎ

と
戦
争
や
紛
争
、地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
や
自
然
災
害
、干
ば
つ
に
よ
る
食
料
危
機
な

ど
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
未
来
社
会
に
向
け
て
そ
れ
ら
を
共
通
の
課

題
・
問
題
と
捉
え
、「
共
創
」し
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
そ
の
も
の
が
本
当
に
コ
ン
セ
プ
ト
ど
お
り

に
、経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
へ
の
解
決
に
つ

な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
？
期
待
を
寄
せ
る
と

同
時
に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
直
す
基

盤
・
き
っ
か
け
と
し
、そ
し
て
解
決
を
め
ざ
し
、

い
っ
そ
う
の
努
力
を
す
れ
ば
可
能
に
な
る
と
信

じ
た
い
と
思
い
ま
す
▼
ま
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
は
、今
後
も
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
連

携
を
取
り
つ
つ
、地
域
の
方
が
た
に
寄
り
添
い

共
感
し
な
が
ら
、一
緒
に
一
歩
ず
つ
歩
め
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

子どもの人権と民生委員・児童委員
［②育つ権利］

本号では「育つ権利」について、子
どもの権利条約における４つの原則の
ひとつである「生きる権利と自分らし
く健やかに育つことができる権利」の
原則を基に解説します。

1.	子どもが感じる生きづらさ
残念ながら、今日、子どもたちの多

くは生きづらさを感じ、うつなどの心
の病気や自傷行為も増えています。薬
のオーバードーズで苦しさを忘れよう
とする行為は小学生にまで広がってい
ます。日本の子どもたちの精神的幸福
度（ウェルビーイング）はほかの国と
比べて低く、OECD 諸国 36 カ国の
なかで 32 位です。

不登校の児童生徒数は、年々増加し、
昨年の文部科学省の発表では 35 万人
近くに達しました。調査結果を報道し
た NHK によると、9 月 1 日など子ど

もの自殺が増える前に検索が多かった
言葉が「学校行きたくない」というも
のでした。
2.	多様な学びの必要性
最近では、学校以外での多様な学び

について、少しずつ理解されるように
なってきましたが、不登校の子どもた
ちに向けられる目はまだまだ厳しく、
子どもたちの生きづらさにつながって
います。これだけ不登校の数が多いの
は、子どもの責任ではなく、学校のあ
り方の問題だという指摘も増えてきま
した。つまり、一人ひとりの違いを軽
視した一斉授業、同じことをさせる行
事、子どもがつらいと思う校則などが
見直される必要があります。

たとえば、性的マイノリティの子ど
もは性自認と違う制服を着ることが苦
痛で学校に行けないことがあります。

私たちは子どもの権利条約の原則に

そって、子どもたちが自分らしく、健
やかに学び、遊べているかを考え、教
育のあり方を根本的に問い直す必要が
あるでしょう。つまり、教員の一方的
な指導による学校から、子どもたちの
最善の利益を考え、子どもたちが自由
にさまざまなことを選べる楽しい学校
への変革です。
3.	民生委員・児童委員への期待
民生委員・児童委員の方がたは、不

登校で悩む保護者に学校に行かなくて
も学ぶ方法はあること、学校に行けな
い子どもを無理やり通わせることは子
どもの権利を損なうと伝えることがで
きます。そして、学校に行けない子ど
もたちに対する眼差しが温かくなるよ
う、「学校に行かないことは問題では
なく、多様な学びの権利が子どもには
ある」と地域住民の意識を変えていく
ことが大切でしょう。

認定NPO法人 国際子ども権利センター C
シーライツ

-Rights代表理事　甲斐田 万智子 氏

毎年７月は強調月間です！	
第75回“社会を明るくする運動”
同運動は、犯罪や非行のない地域社会をつくるため
に、一人ひとりが考え、それぞれの立場で関わるきっ
かけづくりをめざしています。同運動では実施要綱や
広報用ツール等を公開していますので、二次元コード
からご確認ください。

人権について
  考える─第3回─

全国民生委員児童委員連合会のホームページ	 全民児連  で検索
全国民生委員互助共励事業のホームページ	 互助共励  で検索

☆	全民児連ホームページ
では、民生委員・児童委
員制度や活動に関わる
参考資料等を掲載して
います！

ホームページを
ご活用ください

ホームページの
ご案内

月号

令和7年7月1日発行
（毎月1回1日発行）第865号
●	発行所／
	 全国社会福祉協議会	
	 〒100-8980	
	 東京都千代田区霞が関3-3-2	
	 電話03-3581-6747
●	発行人／	池上	実
●	編集人／	平井	庸元
●	定　価／		1部10円	

（購読料は会費に含む）
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